
集中し､その増加人口は全国の増加人口をうわま

わり、大都市圏の人口急増地帯は外延化の一途を

たどり、一方，都道府県人口の格差はますます広

がり、過密にたいしていわゆる過疎地域が拡大し

つつあることは，昨今の新聞や研究書の紙上の数

字によって明示されているとうりである。

もっとも、昨年度あたりから、３大都市圏への人

口集中の度合がやや鈍って、その他の地域におい

て，いわゆるエリート都市が拾頭し，地方都市圏

が形成ざれはじめている，という事実があらわれ

でいるが,実数の増加が停滞したわけではない。

また、3大都市圏と称する場合には，一般に広義

には，東京圏＜東京・神奈川・埼玉・千葉＞,中

京圏＜愛知・岐阜・三重＞，近畿圏＜大阪・京都

・奈良・滋賀・兵庫・和歌山＞という設定をする

が，首都圏にふくまれるべき群馬・栃木・茨城を

はじめ，静岡・岡山・広島などの各県がのぞかれ

ており、反面に，中京・近畿の両圏に含まれてい

る各県のなかには，地域的にかなりの人口流出現

象を呈しているところもあり，取扱上，対象地域

の設定や統計解析に十分な配慮を必要とする。ひ

とくちでいうならば，大都市圏人口集中の外延化

が強まっているということができ，さらに資本の

要請による経済圏の広域化にともなって，地方都

市の中の特定の都市＜おもに県庁所在地とコンビ

ナート立地の都市＞が人口増加を強めていること

であって，必ずしも人口の地域的均等配置や地方

の独自の経済圏の確立が進行しているわけではな

い。

３ ３大都市圏への人口集中

３大都市圏の範囲を，厚生省や総理府などでは，

それぞれ東京・大阪・名古屋の都心から50キロメ

ートルの地域として考察する場合が多いが，この

設定圏域による総理府統計局の公表結果によれば

概略つぎのような現況である。

昭和40年のこの圏域内における人口は，東京50キ，

ロ圈1,886万人，大阪50キロ圈1,169万人，名

古屋50キロ圈610万人で，合計3,664万人にたっ

し，全国人口の37％を占めており,とくに，東京

圏の人口は，全人口の19％をこえて，東北６県の

人口の約２倍で，中国地方と九州の人口をあわせ

た規模に相当する。これは,大ロンドン都市圏の

人口が全人口の15％を占め，パリ首都圏の人口が

全人口の16％を占めてはいるものの，すでに世界

でもっとも大きな規模にたっしている東京大都

市圏の入口が，全人口にたいする比率を30年の15

％から40年の19％に高めていることは，大阪およ

表３ ３大都市圏＜50キロ圏＞の人口と人口密度
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び名古屋の大都市圏の人口とともに、わが国の人

口の地域分布を特色づけているといえる＜表３参

照＞。また，都府県単位の大都市圏については表

４を参照されたい。

東京・大阪・名古屋の各50キロ圈の人口を合計し

た３大都市圏の人口は，25年～30年に17%,30年

～35年に16％,35年～40年に18％という高い率で

増加しており,この期間の全国人口の増加率,7.3

％、4.6％,5.2％をそれれぞれ大幅に上回って

いる。これを増加の実数でみると、3大都市の増

加人口は,25年～30年に393万人増,30年～35年

に422万人増,35年～40年に551万人増どいちじ

るしく増大しており、とくにこの増加数を全国の

増加人口とくらべると,25年～30年には全国の増

加人口の64.7%にあたる人口が３大都市圏で増加

しており，30年～35年には102%,35年～40年に

表４ ３大都市圏＜都府県単位＞の人口と人口密度

表5 ３大都市圏＜50キロ圏＞の人口増加

表６ ３大都市圏＜都府県単位＞の人口増加
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は113％である＜表５・６参照

＞。づぎに、3大都市圏の都心から距離別人口をみて

みよう。各圏とも都心から10キロメートルごとに

同心円状の圏を設定する。３大都市圏の昭和40年

における人口は,名古屋50キロ圈の人口610万人

を１として比較すると，大阪50キロ圈の人口がほ

ぼ２倍，東京50キロ圈の人口がほぼ３倍にあた

り、その規模に大きな差異がある。そして、東京

圏では10～20キロ地帯にもっとも多くの人口が分

布じており，大阪・名古屋両圏では，0～10キロ

地帯にもっとも多くの人口が分布している。東京

の0～10キロ地帯には,23区のうち中心部の15区

が含まれており、その人口は458万人で，圏内総

人口の24％であるのにたいし，周辺８区および川

崎・三鷹・川口市などをふくむ10～20キロ地帯

の人口は662万人で圏内人口の35％にたっしてい

　る。これにくらべ，大阪圏では，大阪市および周

　辺の５市をふくむ0～10キロ地帯の人口が446万

　人で圏内人口の38％を占め，名古屋では，名古屋

　市の緑区をのぞく13区および周辺10町村をふくむ

　名古屋の0～10キロ地帯の人口が198万人で圏内

　人口の33％を占めている。大阪・名古屋両圏の10

　～20キロ地帯の人口はそれぞれ233万人,113万

　人で圏内人口にたいする割合は20％,19％であ

　り，東京の10～20キロ地帯の人口662万人,35％

を大幅に下まわっている。

3大都市圏における10キロ地帯別戸各圏30年～35

年～40年の人口増加は、大阪・名古屋の両損では

　0～10キロ地帯よりも10～20キロ地常が，東京圏

　では10～20キロ地帯よりも,20～30キロ地帯が大

　きな増加率をしめし，とくに東京の場合には，増

加率の極大地帯が40キロまで移行しつつあり,逆

にO～10キロ地帯は，35～40年期にはすでにわず

かながら減少しはじめている。これはのちにのべ

る大都市地域内の人口増減のドーナッツ化の現象

であることはいうまでもない。

大都市圏では，近年人口の自然増加率がふたたび

上昇しはじめており，これが人口増加速度を高め

る要因の一つになっている。35～40年に３大都市

圏以外の地域の自然増加率が4.5％であるのにた

いして，3大都市圏りそれは6.4％にたっしてい

る。逆に社会増加による人口増加率の推移をみる

と，東京圏では37年をピークに，阪神圏では36年

表７ ７大都市の区の人口概要

表８ ７大都市の人口増加率
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